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8 月号)

＼
◆
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
第
3
の
矢
◆
u
=
=
-
.

-

成
長
戦
略
へ
の
｢期
待
｣
と
｢課
題
｣

と

5
法
人
減
税
を
求
め
る
声
多
く
'

#

■
第
3
の
矢

｢成
長
戦
略
｣
■

■
期
待
と
課
題
-
経
営
者
の
声
■

先
般
、
日
本
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た

成
長
戦
略
発
表
の
直
後
に
日
本
経
済
新

成
長
戦
略
-
い
わ
ゆ
る

｢
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

間
社
が
行
っ
た
主
要
企
業
の
経
営
者
ア
ン

の
第
3
の
矢
｣
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ー
ト

(1
0
8
社
回
答
)
に
よ
る
と
、

積
極
的
な
金
融
緩
和
、
財
政
出
動
の
失

成
長
戦
略
に
つ
い
て

｢評
価
し
て
い
る
｣

に
続
き
3
本
の
矢
が
こ
れ
で
出
そ
ろ
っ
た

は
醇
･
1
%
と
約
半
数
に
な

っ
て
い
ま

こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
経
済
の
再
生
の

す
。
｢ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
評
価
｣
(30

･

た
め
に
は
、
金
融

･
財
政
の
一
時
的
な
力

6
%
)、
｢高
く
評
価
｣
(8
･
3
%
)
を

ン
フ
ル
剤
に
い
つ
ま
で
も
頼
り
続
け
る
わ

合
わ
せ
る
と
一
定
の
評
価
を
す
る
企
業
は

け
に
は
い
か
ず
、
本
物
の
経
済
活
性
化
に

約
9
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
こ
の
成
長
戦
略
に

大
き
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

策

,

膿
鰹

政
働

惚

性
呻

･

政
府
は
具
体
策
を
ま
と
め
た
関
連
法
案

き
‘
割

眺

岬
｣

M

3

“
り
舘
寺
虱
会
こ
是
日
す
る
と
し
て
ハ

ベ

幼

圀
国

税

払

“
6
捷
=
慥
6
る
ま
と
ち
た
く
"
-
、

む
簑

1
塙

国
電

2

込
悩

豊
田

薹
圏

成
長
戦
略
の
全
体
目
標
に
は
、｢今
後
迫

り

u

晝
騙

"
事
｣

胃
圈

薹
囮

ま
す
。弩讓鷲
轡
薹
今後の成長戦略に盛り込むべき政策

纖誹
褻

盤
祗羸
…
の

蝸

窯騨

絲
螂出

醐
緘瑚
鰍
動燃
胸別

実
思

設

企
参

-
需

政
府
は
、
｢成
長
戦
略
に
切
れ
目
は
な

い
｣
と
し
て
秋
に
は
追
加
策
を
打
ち
出
す

考
え
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
今
後
盛
り

込
む
べ
き
政
策
の
ア
ン
ケ
ー
ト

(複
数
回

答
)
で
は

｢思
い
切
っ
た
法
人
減
税
｣
が

%
･
4
%
と
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
日
本

の
法
人
実
効
税
率
は
範
･
銘
%

(復
興
増

税
を
除
く
)
と
、
欧
州
や
ア
ジ
ア
の
主
要

国
に
多
い
20
%
台
と
比
べ
て
負
担
が
大
き

く
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
土
台
を
固
め

る
た
め
に
も
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
声
が
多
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。

■
税
制
改
正
作
業
を
前
倒
し
■

成
長
戦
略
で
特
に
注
力
し
て
い
る
設
備

投
資
減
税
を
み
て
み
る
と
、
｢企
業
が
生

産
設
備
の
更
新
で
競
争
力
を
高
め
て
収
益

が
改
善
さ
れ
れ
ば
、
賃
金
の
増
加
を
通
じ

て
消
費
が
上
向
く
｣
と
い
う
青
写
真
を
描

い
た
だ
け
と
も
言
え
ま
す
。
消
費
拡
大
へ

の
好
循
環
が
い
つ
に
な
る
の
か
は
不
透
明

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
成
長

戦
略
は
小
粒
の
寄
せ
集
め
で
迫
力
を
欠
く

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
政
府
は
、
経
済
活
性
化
に
取
り

組
む
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
す
た
め
に
、
税

制
改
正
作
業
を
2
カ
月
程
前
倒
し
で
着
手

す
る
方
針
を
問
め
ま
し
た
。

通
常
、
税
制
改
正
作
業
は
11
月
項
か
ら

業
界
団
体
の
聞
き
取
り
な
ど
を
始
め
、
年

末
に
来
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
ま
と
め
る

の
が

一
般
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
す
。
9

月
に
も
税
制
改
正
の
作
業
を
前
倒
し
す
る

こ
と
で
、
設
備
投
資
減
税
や
企
業
の
事
業

再
編
な
ど
、
企
業
支
援
に
直
接
結
び
付
く

税
制
改
正
に
早
期
に
取
り
組
み
た
い
考
え

で
す
。
な
お
、
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
に

つ
い
て
も
議
論
に
な
る
と
の
見
通
し
で
、

企
業
の
活
力
を
十
分
に
引
き
出
す
税
制
改

正
と
な
る
の
か
注
目
さ
れ
ま
す
,

樅
驫
…□
■
…

国

‐

米

脾

40
1
‘

、

圦
本

効

ソ

ラ

日

実

軽
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勧
め≦'
国
掴
掴

ゞ

臥
赤
剰
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枦

'

'
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ミ

ゾ

、

勘
勾
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し
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雲
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勧
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国
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表紙写真 :座間市ひまわり広場 (神奈川)



〔さ (8月号)

ニ

ー

サ

少
額
投
資
非
課
税
制
度
(N
I
S
A
)

年
1
0
0
万
円
ま
で
投
資
が
非
課
税

j
2
0
1
4
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

‘‐

‐‐----

2
0
1
4
年
1
月
か
ら
新
た
に

｢
N
I

そ
こ
で
新
た
に
2
0
1
4
年
1
月
か
ら

s
A

(
ニ
ー
サ
)｣
と
呼
ば
れ
る
少
額
投

は
、
新
税
制
に
よ
り

『少
額
投
資
非
課
税

資
非
課
税
制
度
が
ス
タ
!
ト
し
ま
す
,

制
度

(N
I
S
A

(ニ
ー
サ
)』
が
導
入

現
在
、
上
場
株
式
や
株
式
投
資
信
託
等

さ
れ
ま
す
。
投
資
金
額
は
年
間
1
0
0
万

の
配
当
所
得
及
び
譲
渡
所
得
に
関
し
て
の

円
ま
で
な
ど
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

軽
減
税
率
の
措
置
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま

非
課
税
口
座
内
で
の
運
用
で
得
た
利
益
に

す
が
、
こ
の
軽
減
税
率
は
2
0
1
3
年
蛇

対
し
て
は
非
課
税
措
置
と
な
り
ま
す
。

月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

通
常
、
株
式
や
投
資
信
託
な
ど
か
ら
得

ら
れ
た
配
当
や
譲
渡
益
は
所

…
少

託-言

鳩
隠
籟

酵
円
の
骼
的
扮
灰
載

1
･

'
･t
l
l

澗
慕
遼
湖
霜
月
搬
斯
誠
蟷
だ
れ
却
塑

1
N
ー
s
A
の
…欄
舵要
1
-

癪
畑
蕨
藪
髭
蛎
灘
嫡
謝
遅
刻
拗
捌
婉
観

･
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

資
税
年
の
れ

秣
が
浮
円
段
税
徘
最
般
合
上
支
金
き
課

は
専
用
ロ
座

(N
I
S
A

口
座

･
1
人
1
口
座
)
が

ニ

ー

サ

少
額
投
資
非
課
税
制
度
(N
I
S
A
)

年
1
0
0
万
円
ま
で
投
資
が
非
課
税

j
2
0
1
4
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

値上益

値上益

撥蘂
資

纜誘
贅

必
要
で
、
即
歳
以
上
の
居
住
者
で
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
利
用
可
能
。

･
専
用
口
座
内
の
株
式
投
資
信
託

･
株
式

等
の
配
当
所
得
と
譲
渡
所
得
が
非
課
税
。

･
年
間
1
0
0
万
円
ま
で
、
最
大
5
0
0

万
円
ま
で
投
資
可
能
。
非
課
税
投
資
期

間
は
5
年
間
。
(N
I
S
A
制
度
は
め

年
間
継
続
)

■
N
I
S
A
の
メ
リ
ッ
ト
■

例
え
ば
、
非
課
税
期
間
に
新
た
に
購
入

し
た
1
0
0
万
円
の
投
資
信
託
等
が
値
上

が
り
し
た
場
合
、
そ
の
値
上
が
り
益
に
つ

い
て
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
N

I
S
A
口
座
で
保
有
す
る
株
式
投
資
信
託

の
配
当
所
得
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
の

で
、
基
準
価
額
が
上
昇
し
た
分
か
ら
払
い

出
さ
れ
る
普
通
分
配
金
は
非
課
税
で
す
。

分
配
金
を
再
投
資
す
る
場
合
は
元
本
と
再

投
資
す
る
額
が
非
課
税
枠
以
内

(年
間
1

0
0
万
円
)
で
あ
れ
ば
非
課
税
と
な
り
ま

す
が
、
非
課
税
枠
を
超
え
る
再
投
資
部
分

は
課
税
口
座
に
入
り
、
課
税
対
象
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

■
注
意
点
■

･
開
設
で
き
る
口
座
は
ず
人
に
つ
き
1
口

座
の
み
。

N
I
S
A
口
座
は
、原
則
4
年
間
は
、

1
口
座
の
み
開
設
可
能

(例
え
ば
、
銀

行
と
証
券
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
1
口
座
ず

つ
開
設
す
る
の
は
不
可
)。

･
口
座
開
設
後
、金
融
機
関
の
変
更
は
不
可
。

一
度
開
設
し
た
N
I
S
A
口
座
を
別

の
金
融
機
関
に
変
更

･
開
設
は
で
き
な

し
Y

･
既
に
保
有
し
て
い
る
上
場
株
式
な
ど
は

対
象
外
。

N
I
S
A
口
座
は
、
新
た
に
購
入
し

た
上
場
株
式
･
株
式
投
資
信
託
な
ど
が

対
象
と
な
る
た
め
、
他
の
口
座

(
【
般

口
座
や
特
定
n
座
な
ど
)
で
既
に
保
有

し
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
移
管
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

･
他
の
口
座
と
の
損
益
通
算

･
損
失
の
繰

越
控
除
不
可

非
課
税
の
N
I
S
A
口
座
で
生
じ
た

売
買
損
失
は
、
課
税
さ
れ
る
他
の
口
座

(
一
般
口
座
や
特
定
口
座
な
ど
)
の
収

益
と
の
損
益
通
算
は
で
き
ず
、
ま
た
損

失
の
繰
越
控
除
も
で
き
な
い
。

･
非
課
税
期
間
終
了
後
に
保
有
し
て
い
る

株
式
が
あ
る
場
合
、
次
の
う
ち
ど
ち
ら

か
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
課
税
口
座
(特
定
口
座
･
一
般
口
座
)

へ
の
移
管
。

②
翌
年
以
降
の
新
た
な
非
課
税
枠
へ
移

管

(時
価
1
0
0
万
円
)
を
上
限
。

金
融
機
関
に
よ
っ
て
購
入
で
き
る
商
品

は
異
な
り
ま
す
。
N
I
S
A
口
座
の
開
設

時
に
は
、
投
資
し
た
い
金
融
商
品
を
十
分

に
検
討
し
、金
融
機
関
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
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き
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課
各
鶏
翫
リ

ノト
設

鶚
ゑ

及
ふき
袴

綬轉
‐

府税の別
税法
人消
期

擬

摯

舞
舞

.
“

颯醐辯
淺斑
凝
套搦き
麓
翁彌蹴纖離
職
贈嚢

豊熟霰
豊
艶
箋
聡
縦雙

届観

　
　
　
　
　

　
　　
　
　　　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　
　
　
　

　
　
　　
　
　　

　
　　
　
　
　　
　
　　　
　
　
　
　　
　　　　
　
　　

灘
ね
-

災

.
一

こ郊｣餅、鍛鷺驚
祭りなど
のイベン

埖錫媒樹稀べ泥勢腸姉鏡常勝ぼ違勅
,
“

嶺
鳳纖鳳繃翔繃繃臥稚畑拗帶鰓潴酷朔穣賭搦人皺慨隊臥皓凰晧
身
瀰憲
一

ト
へ
協
賛
金
を
支
出
し
た
場
合
、
税
務
上

板
な
ど
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

馴

競
馬
の
外
れ
馬
券
が
経
費
に
認
め

｢男
性
は
娯
楽
で
は
な
く
資
産
運
用
脚

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う

れ
る
こ
と
か
ら
、
｢広
告
宣
伝
費
｣
と
し

剛
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
焦
点
と
な
っ
た

と
し
て
競
馬
を
行
っ
て
い
た
｣
と
指
岬

を

て
損
金
算
入
が
認
め
ら
れ
ま
家
)

醐
裁
判
美

阪
地
裁
は
｢外
れ
馬
券

摘
o
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
必
要
. 鯛

原
則
は
｢寄
附
金
｣

ま
た
、
夏
祭
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ

側
も
経
費
に
含
ま
れ
る
｣
と
の
判
断
を

?
‐

費
に
つ
い
て

｢当
た
り
馬
券
の
購
入
脚

な
い
者
に
対
す
る
経
済
的
な
利
益
の
無
償

　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　　
　　
　
　

供
与
｣と
定
義
さ
れ
、
税
法
上
は
、
原
則
、

ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
同
様
に
広
告

よ
っ
て
、
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
る
地
元

｢交
際
費
｣
と
な
る
場
合

I

地
域
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
協
賛
金
で

な
お
、
夏
祭
り
の
主
催
者
が
取
引
先
で

　
　　　
　
　
　　
　
　
　
　
　　

あ
れ
ば
、
寄
附
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

あ
っ
た
り
、
取
引
先
獲
得
の
た
め
に
協
賛

こ
と
に
な
り
ま
す
。

寄
附
金
は
原
則
と
し
て
損
金
算
入
で
き

接
関
係
の
な
い
者
に
対
す
る
経
済
的
な
利

剛

｢
一
時
所
得
｣
に
該
当
す
る
が
、
裁

登
場
し
て
い
る
。
法
律
で
は
想
定
し
皿

ま
す
が
、
そ
の
金
額
に
は
限
度
額
が
あ
る

益
の
無
償
供
与
｣
と
な
ら
な
い
の
で

｢交

酬
判
で
は

｢雑
所
得
｣
に
な
る
の
で
は

て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
今
後
も
出
て
く
離

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

際
費
｣
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

皿
な
い
か
と
争
わ
れ
た
。
▼
裁
判
長
は

る
か
も
し
れ
な
い
。

-


